
 

 

 

 

 

 

 

「記憶」に残る、実感を伴う貴重な体験を 

校 長  菅野 恭子 

 本日で２学期も終わり、今年も残すところあとわずかとなりました。 
 今年度、本校では子どもたちが実感を伴う学びをより多く実施できるように東京都の事業等を活用し、
様々な学びの体験を設定しました。これらの取組は、実施校数が限られているため申し込んでも必ず実施
できるとは限りませんが、今回はありがたいことにたくさんの機会を得ることができました。 
 

「東京都教育委員会：笑顔と学びの体験活動プロジェクト」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このように現地でのプロの方々に実際に教えてもらう体験は、子どもたちの「記憶」に強く残ります。
このような体験は、貴重な経験となり将来について考える上で、物事の捉え方が広くなります。このよう
な体験活動は、学校の予算だけでは難しいことですが、今後も様々な事業を活用し子どもたちの記憶に残
る経験を充実させていきます。 
 
「３学期に実施予定の特別講座」 

 ３学期は、学校独自でプロフェッショナルな講師を招き、体験談や実演をとおして学ぶ機会を設けます。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年末年始も、古き良き伝統文化に触れる絶好の機会です。ご家族でゆっくり過ごす中で、地域の催し物
に参加したり様々な風習に触れたりしながら、お子さんと意味を語り合うのも学びとなります。 
まだまだ寒い日が続きますので、体調管理に気を付けながら良いお年をお迎えください。 

地域と家庭と学校が一つになって子どもを育む…それが“チーム七小”です！ 

 

 

 

 

 

所在地 福生市北田園一丁目１番地１  発行責任者 校長 菅野 恭子  令和７年 12月 25日 発行 
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見て、学んで、走りだせ  

世界陸上リアル教室［６年］ 

東京2025デフリンピックに 
おける子供の競技観戦・体験事業 

［４年］ 

EXILE  ÜSA さんと一緒にダンス！

［４・５・６年］ 

「道徳授業地区公開講座」  （※詳細は、別途案内を参照） 

日時 令和８年１月 31日（土） 講師講演  10：20～11：05（５・６年生、保護者等対象） 

（会場：体育館）         意見交換会 11：10～11：55（地域・保護者対象） 

講師 2004年アテネオリンピック水泳女子 200ｍバタフライ日本代表 

   高橋 友喜子 氏 

演題 「 挫折があるから希望がある ～私が水泳から学んだこと～ 」 

「科学の不思議～熱気球を作ろう～」 （※詳細は、別途 tetoruで案内します。） 

日時 令和８年１月 19日（月） ５・６校時（４年生及び保護者） 

   （会場：体育館） 

講師 NPO法人 子ども・宇宙・未来の会（KU－MA）の皆さん 

  （→ JAXA宇宙教育センターと連携・協力しながら宇宙教育活動を推進） 

内容 熱気球を作ろう（４年生の空気の性質の学習を踏まえて） 


